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民 主 党 要 望 項 目 一 覧 

平成２７年度６月補正分 

要望項目 左 に 対 す る 対 応 方 針 等 

１ 雪害を受けた弓ヶ浜半島の国道４３１号線沿いの松

林は、ボランティア等により新植され復旧されて来た

が、塩害等により衰弱している箇所もあるので、現地調

査を行い対策を講じること。 

植栽されたマツの生育状況について早急に現地調査を行い、原因を究明するとともに、必要に応

じてボランティアが苗木を乾燥や潮風から守る防風柵や保護チューブ（筒状の苗木保護製品）設置

等の対策をとれるよう検討する。 

２ 林業専用道整備等にかかる補助金交付について、前払

い（概算払い）、中間払い制度の周知並びに活用促進をす

ること。 

林業専用道や森林作業道の路網整備にかかる補助金については、事業主体の求めに応じて概算払を

行っているところであり、引き続き事業の進捗状況に応じて概算払が可能であることを森林組合等の

事業主体に周知する。 

３ 防犯灯 LED 化更新についても補助制度を検討するこ

と。 
犯罪のないまちづくりを推進するため、当初予算において、ＬＥＤ防犯灯新設補助事業を継続する

とともに、新たに事業を追加し、ＬＥＤ防犯灯の更新・増設や防犯カメラ設置等のハード面と、地域

住民による防犯活動などのソフト面が一体となった安心・安全な地域づくりを進める取組を支援する

予算を措置しており、既存の防犯灯のＬＥＤ化については、今年度事業の実施状況を見た上で市町村

の意見も伺いながら検討する。 

 なお、市町村からＬＥＤ防犯灯新設要望が相当数寄せられたことから、６月補正において、防犯灯

新設補助事業の増額について検討している。 

地域の防犯力向上推進事業（(新規)地域の防犯力向上推進事業）     １，０００千円 

同上      （安全なまちづくりＬＥＤ防犯灯設置促進事業）３，９５３千円 

【６月補正】地域の防犯力向上推進事業                 １，２６７千円 

４ 介護施設におけるリハビリ効果を上げるため、リハビ

リ職の技能向上対策を実施すること。 
 リハビリテーション専門職の質の向上を図る研修について、平成２７年度の地域医療介護総合確保

基金を活用した事業化を検討中であり、厚生労働省に対しても当該研修事業に係る経費を含む基金の

配分を要望している。 

 なお、介護施設に従事するリハビリ職の技術向上に対する支援のあり方などについては、現場の声

を聞いてみたい。 

５ 鳥取和牛ブランド向上に向けての増頭対策を進めるた

め、繁殖用雌子牛肥育素牛導入支援をＪＡと連携しなが

ら、さらに拡充すること。 

和牛繁殖雌牛の増頭意欲が高まっている和牛農家の要望に応えるため、６月補正において、繁殖用

雌牛の導入（増頭）への支援を検討している。 

【６月補正】鳥取和牛振興総合対策事業（増頭対策） ５２，７００千円 

６ 乳児虐待死事件を徹底的に検証し、再発防止策を講じ

ること。 

 今年５月に県内で発生した乳児の虐待死事案については、発生の翌々日に緊急児童相談所長会議を

招集し、事案の情報共有、今後の調査方法、及び事案の検証方針等について検討を開始した。さらに、

県教委や県警、市などの関係機関による対策会議を開催するとともに、６月中には、外部から児童虐

待の専門家を招き第１回目の検証委員会を開催し、今回の事案の検証を行うこととしている。 

 また、通常の虐待発見スキームでは把握が困難な事案への対策が不可欠であるという認識のもと、

緊急対策として、予防に力点を置いた教育段階での働きかけなどの、再発防止に向けた取組を進めて
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ていくこととし、これらの対応に必要な予算について６月補正において検討している。 

【６月補正】健やかな妊娠・出産のための応援事業（児童虐待防止緊急対策）１，４４５千円 

【６月補正】児童虐待防止広報啓発強化事業（児童虐待防止緊急対策）   １，０００千円 

７ 子どもを生み育てやすい生活環境を思い切ってすすめ

るため、市町村と連携し、保育料の完全無償化について

検討すること。 

 保育料の完全無償化については、市町村と協働により取り組む必要があり、県及び市町村で相当な

財政的負担が生じるため、全ての児童を対象とした完全実施については国全体での幼児教育無償化実

現等が進まない限り困難であるが、全国で唯一鳥取県として、少子化が地域に深刻な影響を与える中

山間地での保育料無償化拡充と併せ、第３子以降の保育料を年齢・所得制限なしで無償化することに

ついて、６月補正で実現することを検討している。 

  中山間地域市町村保育料無償化等モデル事業       ３９，５４２千円 

【６月補正】中山間地域市町村保育料無償化等モデル事業  ７，８７０千円 

【６月補正】第３子以降保育料無償化事業     ３２５，８０７千円 

８ 地域の特性を活かした観光商品造成を図るなど、道路

網の整備の進捗に併せた観光戦略の再構築を図ること。 

地元が観光素材の発掘や磨きあげに力をいれて取り組んでいるものについて、機会を捉えて拾いあ

げ、アクセス向上を絡めながら旅行会社へ商品造成を働きかけるとともに、県外に向けた情報発信を

実施することで誘客に繋げたい。 

 （例）・４月２４日に「六根清浄と六感治癒の地～日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラドン泉～」

として日本遺産認定された「三徳山・三朝温泉」 

・「再生」の御利益を精力的に旅行会社への働きかけた結果、大手旅行会社のツアーが組ま

れ観光客が急増している赤猪岩神社 

また、体験観光メニュー造成やそれを組み合わせたエリア内の周遊コースづくり、また、情報発信

などの受地整備、主要観光地の魅力向上のため観光素材を活用した観光メニュー造成に対する県助成

制度の周知、活用促進を図ることにより、観光商品の造成につなげる。 

とっとりスタイルエコツーリズム推進事業（エコツーリズム普及促進支援補助金） 

１２，５００千円 

「行きたいとっとり」支援創出事業（「行きたいとっとり」支援創出補助金）  ５，０００千円 

 【２月臨時】地方創生・とっとりの旅づくり事業                 ７，０００千円 

９ 障がい者・知的障がい者の支援について、生涯にわたり、

関係者が相互に関わりを持ち、支援できるよう体制を充

実すること。 

 障がい者が、地域で学び、働き、社会参加しながら安心して生活できる環境を整備することが重要

であると考えており、そのためには障がい福祉サービスの充実のみならず、保健・医療の充実、情報

アクセス・コミュニケーション支援、バリアフリーの推進、雇用・就業支援、教育の充実、差別の解

消など幅広い支援等が必要である。 

 県では、障がい者を総合的に支援するための計画である「鳥取県障がい者プラン」（平成２７年度

～平成３５年度）を策定しており、この計画を着実に推進し、支援体制の充実を図りたい。 

 


